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微生物を利用した排水中のレアメタル吸着

○小沼　ルミ * 1）、杉森　博和 * 1）、飯田　孝彦 * 1）、瓦田　研介 * 1）

　重金属は幅広い工業分野で使用され排水中に含まれている。重金属には生物に対して毒性があ
るものもあり、動植物を通じて人体にも被害を与える可能性がある。一方、レアメタルをはじめとす
る重金属は世界規模で枯渇が懸念されるなど貴重な資源であり、回収・再資源化の技術開発が大
いに期待されている。そのためさまざまな重金属の回収方法が試みられており、微生物を吸着剤と
して利用した排水処理が多量の薬品や多大なエネルギーを必要としない点で注目されている。しか
し、担子菌を重金属の吸着剤として検討した研究はほとんどない。そこで、本研究では排水中のレ
アメタル吸着剤として担子菌を利用するための基礎的知見を得るため、担子菌5菌種による金属吸
着特性を菌種ごとに評価した。

 1 .   はじめに

　吸着剤として担子菌5菌種Pleurotus eryngii、Hypsizygus marmoreus、Lentinula edodes、Flammulina 
velutipesおよびGrifola frondosaを供試した。担子菌は乾燥して粉体化したもの（以後、無処理とす
る）、それにアルカリ処理をしたもの、アルカリ処理にオゾン処理を加えたものの3種類の前処理を
行った。吸着処理は、金属溶液1Lに対して担子菌1gの割合で添加し、30℃で攪拌して行った。吸着
質にニッケル、コバルト、リチウム、ホウ素、セシウムを用いた。吸着処理後の溶液は随時採取し、
ICP-A ESまたはイオンクロマトグラフによって金属濃度を定量した。

 2 .   実験方法

　本研究により、担子菌を用いてレアメタルを吸着できることを示し、担子菌をアルカリ溶液で処理
することで吸着量が増加することが明らかになった。担子菌による金属吸着能は菌種によって差が
あり、金属の種類によってもその傾向が異なることがわかった。 

 4 .   まとめ
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H22.3～H23.4　微生物を利用したレアメタル吸着剤の開発

　前処理方法の異なる担子菌4菌種のニッケル
吸着量を図1に示す。供試した担子菌にアルカリ
処理を行うことにより、すべての菌種で無処理の
担子菌と比較したニッケル吸着量が増加した。ま
た、アルカリ処理をした担子菌をオゾンによる酸
化処理を加えることで、吸着量が減少することが
わかった。次に、アルカリ処理した担子菌を用い
て、レアメタル5種類の吸着処理を行った。ニッケ
ルおよびコバルトではPleurotus eryngiiの平衡吸
着量が最も多く、それぞれ7.2mg/gおよび6.5mg/g
であった。セシウムではGrifola f rondosaが最も多
く、2.8mg/gであった。なお、リチウムおよびホウ素
の供試担子菌への吸着は全く見られなかった。
　これらの結果から、菌種によって金属の吸着
能力に差があることと、金属の種類によって吸着
量が異なることが示された。

 3 .   結果・考察
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生物農薬の木材用防かび剤への適用

○飯田　孝彦 * 1）、小沼　ルミ * 1）、浜野　智子 * 1）、瓦田　研介 * 1）

　木質建材に使用する接着剤や塗料の低VOC（揮発性有機化合物）化に伴い、住環境中のVOCは
低減化が進んでいる。一方、近年の研究で、住宅土台用防腐防かび剤で処理した木材からも、合成
薬剤に由来する多種類のVOC類が放散することが明らかになった。しかし低VOC放散型の薬剤は
少なく、シックハウス対策上の新たな課題である。農業分野において環境保全型農業を推進するた
め化学農薬を使用しない微生物防除法（生物農薬）を用いた病害微生物の抑制技術が実用化され
つつある。そこで本研究では、微生物防除法を木材用防かび剤分野への適用を試み、その利用の
可能性を検討した。

 1 .   はじめに

　試験菌として、生物農薬3種類（Bacillus subt ili s、
Paecilomyces tenuipesおよびPseudomonasfluorescens）を用
いた。各試験菌溶液中にスギ辺材およびブナ辺材試
験片（5×20 × 4 0 m m）を1分間浸漬処理後十分風乾し
たものを防かび性能測定に用いた。防かび性能は、
J IS  Z  2911かび抵抗性試験を参考に4種類の単独胞
子懸濁液を用いて行った。また、スギ丸太材から分離
培養した野生株かびTrichoderma sppに対するかびに
抵抗性をB.subtilis溶液に浸漬したスギ辺材およびア
カマツ辺材試験片に対して行った。
　VO C放散量測定は、石膏ボードをB.subtili溶液に1
分間浸漬処理後風乾した試験片について、J I S  A  
1901小形チャンバー法により測定した。

 2 .   実験方法

 3 .   結果・考察

　生物農薬P.f luorescensおよびB.subtilisは、かびに対する成長抑制性能を有しており、微生物防除
技術を木材用防かび剤分野に適用できる可能性が示唆された。

 4 .   まとめ
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　 J I S  指定 4菌種に対する試験結果を表 1に示す。B.subt i l i sおよび
P.fluorescens菌体溶液で浸漬処理したスギおよびブナ試験片は、明らか
なかび抵抗性を有していた。一方、P.tenuipes菌体溶液に浸漬処理した
試験片には、かび抵抗性が全く見られなかった。また、Trichoderma sppに対
する試験結果を図1に示す。B.subtilis菌体溶液で浸漬処理したスギ試
験片は、無処理試験片に比べてかび抵抗性を有していた。アカマツ試
験片については、培養開始直後に試験片周囲に弱い阻止帯が観察され
たが、抵抗性は低かった。いずれの試験においても、B.subtilisおよび
P.f luorescens菌体溶液で浸漬処理した試験片を用いた場合、培養開始
後に試験片の周囲に阻止帯が観察されたことから、試験菌がかびに対
する忌避性物質を代謝生産している可能性が考えられた。
　試験菌溶液を浸漬処理した石膏ボードのVOC放散量を調べたところ、
VOC放散量は極めて低いことがわかった。

図1.  前処理方法の異なる担子菌4菌種の
　　  ニッケル吸着量

表1.  試験菌浸漬木材片のかび抵抗性
　　　（Aspergi l lus  niger)

図1.  野生株かびを用いた
　　  かび抵抗性試験
　  （上：アカマツ、下 :スギ )


